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論文及び審査結果の要旨 

本学位論文は，鉄筋腐食による付着低下を支点部付近の段差部に生じやすいゲルバー桁を対    

      象として，断面急変部を起点とするせん断ひび割れを伴う破壊形態の分析および補修工法の提 

      案を行ったものである．本研究では，5 種類の鉄筋付着低下条件，2 種類の載荷位置におい

て，段階的に増加する荷重振幅を与える実験を行い，それぞれの破壊形態と繰返し荷重下での

変形挙動を観察した．その結果，付着低下の模擬位置や載荷点の異なるケースにおいてひび割

れ発生位置や発生タイミングが異なるが，最終的にはいずれのケースにおいても，段差部隅角

部から発生する斜め方向のせん断ひび割れが，破壊の支配的な要因であることがわかった．ま

た，数値解析においては，鉄筋の付着低下を模擬したプラスチックパイプおよびパイプとコン

クリートの境界面の摩擦・開閉剛性を再現する既存のモデルを本研究にも導入することで，荷

重ー変位関係，各位置の鉄筋ひずみの推移，支配的となるひび割れパターンを概ね再現するこ

とができた．さらに，破壊後の梁に対するひび割れ注入と炭素繊維シートによる簡易な補強工

法を提案して実験検証を行った．既存のひび割れパターンがシート補強によって変化するこ

と，耐荷力とともに靭性が破壊前の梁と同等以上まで回復する条件は，断面急変部のせん断ひ

び割れ幅が概ね 2mm以下であることを見出した．さらに，これらの数値解析による再現モデル

を構築し，移動荷重による疲労寿命推定に拡張適用した． 

繰り返し荷重下での疲労の問題をさらに検討するために，高サイクル荷重を受ける同形式の 

梁について，移動荷重および中央部あるいはオフセット距離にある定点での数値シミュレー 

ションを行った．その結果，同タイプの梁の疲労損傷の兆候は，たわみの増加よりも段差部 

の鉄筋降伏に顕著に表れることが明らかになり，実橋維持管理における重要な視点を提示す 

ることができた． 

iThenticateにおける論文剽窃チェックでは論文の 36％がデータベースに重複するが、う 

ち 16％は自らが発表した論文との一致であり，その他は参考文献リストおよび一般的な文章 

表現の重複であったため，剽窃は無いものと判断された．以上より，本学位論文は特定の橋梁 

の損傷予測とともに実用的な補修法の提案をともなった橋梁メンテナンスへの発展性を有する 

ものと判断され，学位論文として合格と認められた． 

 

注 論文及び審査結果の要旨欄に不足が生じる場合には、同欄の様式に準じ裏面又は別紙によること。 


